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Problem

能登半島地震をきっかけに走り出した プロジェクト

スタトアップ設立による挑戦

TeSH発北陸地域貢献
スタートアップ候補①

２０２４年度（１年目）に１５５件のシーズを発掘

97(43,54) 26(14,12)

32(15,17)

2024年度ステップ1

総数(第１回ギャップファンド、第２回ギャップファンド）

サバ完全養殖を実用化し新たな養殖魚市場を創造する

最大積載量50㎏・飛行距離50㎞超VTOL型有翼電動ドローン事業



令和6年度ステップ２採択テーマ①

超越がん細菌療法

超越がん細菌療法

AUNによる抗腫瘍効果（単回投与で腫瘍が完全消失）

ｃ
ｖ

AUN（A-gyoとUN-gyoから成る複合細菌）がまさに
“阿吽の呼吸”によって癌細胞を倒している様子（イメージ）

生物・化学系トップジャーナルAdvanced Science（IF2022

= 15.1）に掲載JAISTよりプレスリリース。国内外の数多くの
メディアにハイライト (日刊工業新聞、東京新聞、北國新聞、
Yahoo、EurekAlert, AlphaGalileoなど）

【特許出願状況】
● 細菌と近赤外光を利用した

がん診断・治療技術に係るもの（各国移行中）
● 腫瘍内細菌に係るもの１（PCT出願済）
● 腫瘍内細菌に係るもの２（PCT出願済）
● 処方に係る要素技術（PCT出願予定）

種々の安全性評価（血液学的検査、組織学的検査）により
AUNは高い生体適合性を示唆

事業化推進機関：QBキャピタル合同会社 研究代表者： JAIST 都 英次郎 教授

● 腫瘍組織から強力な抗腫瘍作用のある複数の細菌［A-gyo（阿形）、UN-gyo（吽形）、AUN（阿吽）と命名］の単離に成功
● なかでもAUN（A-gyoとUN-gyoからなる複合細菌）は、高い生体適合性と様々な癌腫に対して高い抗腫瘍活性を発現

都英次郎教授

医療分野

スタートアップ設立予定時期：2027年度 ターゲット市場：グローバル、国内

癌・免疫・感染症・神経・心血管・内分泌疾患・再生医療など

様々な医療における革新的予防・治療法の開発への展開
期待

製造方法、品質管理、安全性評価など各国の規制当局による

ガイドラインが未整備・標準プロトコルがない
課題

PMDA科学委員会エクソソーム専門部会が世界初公表（昨年１月）

（研究代表者が副部会長として取り纏めを行った）
対応

Pharm Res. 41(8):1573-94 (2024)

超越がん細菌療法

事業化推進機関：株式会社ビジョンインキュベイト 研究代表者： 金沢大学 教授 華山 力成

高品質エクソソーム製剤の
大量製造・品質管理技術の確立 医療分野

スタートアップ設立予定時期：2027年12月 ターゲット市場：グローバル

エクソソームとは細胞から分泌される直径50-150 nmの顆粒状の物
質です。タンパク質、DNA、RNAなどの生体物質を運んでおり、これを
活用した新しい治療法の開発が進められている。

特許6824742; US11639924等：
TIM4を用いたエクソソーム解析法

大量精製法の比較

MassivEV TFF   TFF TFF
+AEX  +SECInput      非回収 回収

令和6年度ステップ２採択テーマ④

超越がん細菌療法

事業化推進機関：株式会社ビジョンインキュベイト 研究代表者： 金沢大学 教授 當摩哲也

GXイノベーションを実現する低コスト・長寿命・高性能
な唯一無二の次世代フィルム太陽電池の実現

テック分野

當摩哲也 博士（工学）
TAIMA, Tetsuya Ph.D.

研究開発総括、イオン液体添加技術の検討

金沢大学 ナノマテリアル研究所 教授

スタートアップ設立予定時期：2026年度 ターゲット市場：グローバル、国内

独自技術２：貼り合わせ技術

我々のもつ２つの独自技術により、これらの課題を克服し凌駕する
次世代ペロブスカイトフィルム太陽電池を開発する

① 耐久性

② 製造コスト

③ 塗布技術

④ 発電効率

大気中にさらされた状態では
数時間程度の寿命しかない

高価な封止フィルムを使う競合の
手法では製造コストが高くなる

大面積のフィルムに膜をきれいに
塗布する技術が確立されていない

単接合フィルムペロブスカイト
太陽電池の最高値は約15%

独自技術１：イオン液体添加技術

封止なしで6,000時間超の長寿命化

簡易封止フィルムによる低コスト化 タンデム化による30%超の高効率化

㈱麗光との機器の共同開発

 2023年度は370億円
 2040年には2兆4,000億円規模に成長する見込み

ペロブスカイト太陽電池の市場
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